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職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
５６

　

を掴んでいる

　

（参考項目：２３，２４，２５）

一緒にゆったりと過ごす場面

は、一人ひとりのペースで暮らしている
目：３８）

戸外の行きたいところへ出かけてい

・の場やグループホームに馴染みの人や地
人々が訪ねて来ている

活き活きと働けている６６（参考鎗曽，・・，・２）

　

職員から見て～利用者はサービスにおおむね満
６７ 足していると思う

　

職員から見て‐利用者の家族等はサービスに
６８

　

おおむね満足Ｌていると思う

【事業所概要（事業所記入）】

　

事業所番号

　　

２６９４０００２９６

　　

事業所名 グループホームかたぎはら

　

３階

　　　

　

　　　 　 　　　 　

　　　　　

　

　　

所在地

　　

京都市西京区樫原百々ケ池３１番地１８

　

西京ふれあい地域福祉センター内

自己評価作成日

　

令和７年１月１０日

　　　　　　　　　

評価結果市町村受理日 令和７年５月２７日

【評価機関概要（評価機関記入）】

　　

所在地

　　　

〒６００‐８１２７京都府京都市下京区西木屋町通上ノロ町上ル梅湊町８３」「ひと・まち交流館京都」１階

評価機関名

　

一般社団法人 京都ボランティア協会

　　　　　　　　　

１

　

訪問調査日

　　

令和７年４月２２日

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】
・地域に必要とされる施設つくりを目指しており、外部事業への参加や当施設を拠点とした地域交流事業を継続し
て行っている。また昨年度に引き続き、地域活性化プロジェクトの団体と連携して‐利用者が地域に出て役割を持
つことができる機会を持てるよう努めている。
・認知症普及啓発の活動についても継続して行っており、地域団体からの依頼や地域交流事業、看護学校などに

　

、、

　

；

　　　

，

　　　　　

－－

　　　　　　　　

…

　　　　　

に当

　　　　　　　

、
ている。また、ユーザーアンケートも公表

、その時々の状況や要望に応じた柔
こより、安心して暮らせている
：２８）



京都府 グループホームかたぎはら

　

３階

自己評価および外部評価結果

宣 齢

　　　　

項 目

　　　　　　　

自己 頚

　　　　　　　

辛陛状況

　　

滴－－
に． 紡 附 捌 払－－

１ （１）○理念の共有と実践

　　　　

饗つ
密
く電平衡髪職
の
員
意浄写湯麺ふを
市喜有
所
し
理
て犠質問年弱裂目著そ掴騒擾亭蓄電夏ており、

　　　

実践につなげている

２

　

（２） Ｕ墨未朔と地域とのノきあい

　　　　　　　　　　

事業所は地域の一員として、；
Ｊｒ：’：；・：；：－…－

　　　　

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる

　

センタ

　

十竺工公園ふ」 活動団体のよも

　　　　

よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交 ぎ倶楽部の活動に協力し、利用者との交流

　　　　

流していろ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

を推進している。かたぎはらフェスタや施設

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

内の行事の一部で地域の方にも参加を通

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

じて交流を深めている。

３

　

繁雑謹撰霧塾審議詰霧欝審議薄謝磐鑓燦饗

　　

／ ／
／

　　　

／ ／
／

　　　　

て活かしている

　　　　　　　　　　　　　　　　

啓発を行っている。

４ （３）０運営推進会議を活かした取り組み

　　　　

運営推進会議では‐利用者やサービスの実際～

　

活動報告だけでな〈、地域情報の共有や意

　　　　

評価への取り組み状況等について報告や話し合

　

見交換の場として活動。家族参加の呼びか

　　　　

いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし

　

けを行い、参加者を増やしている。

　　　　

ている

　

５

　

（４） ○，ｒ

　

．何との・刷涯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－

　　

－

　

， ］リ ニゼ
△
．地域ンア会 議に

　

翻饗宴議題副島署選奨電請裏薄葉曽歪も署品ご縁ｉを行 掴。

　

６

　

（５） （ルイム．Ｌ÷ふｉ，かいシアの －－

　　　　

ビス指定基準及び十ｏｉＦｍ一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　

て身体拘束をしないケアに取り組んでいる

　　　　

て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で

　

理解を深め～不適切ケアヘの意識づけや

　

７

　

曾 滋 老灘 ま嵩
菖
齢者虐待防止関連法につい 年に２国の内部研修を通して虐待について

　　　

／／
／′′
－－－′
′′′

　　　　　

′′／
／
／ ／

　　　　

の虐待が見過ごされることがないよう注意を払

　　

虐待防止に努めている。

　　　　

い、防止に努めている

己

　

部

　　　　　　　　　　　

項

　　

目

１／８



２／８

自
己
一８

外
部

　　　　

項

　　

目

０権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう
支援している

　　　　　

自己軒面

　　　　　　

実践状況

権利擁護に関する内部研修を行うことで学
ぶ機会がある。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

９

６

０契約に関する説明と納得
契約の締結‐解約また改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね‐十分な説明を行
い理解・納得を図っている

契約書や重美が－－．じー刀－－・」ノている。
不安や疑問も尋ね、安心や理解が得られる
よう説明を行っている。

ｌｏ

１１

（６）

７

利用者ｒ仇，げ寸押

　　

日

　

要望を管理者や職員な
らびに外部者へ衣；三Ｗた▲＝▽け、それらを運営
に反映させている

毎年ユーザーアンケートを実施し、意見や
要望を確認し‐ＨＰでも公表している。また、
日々の関わりの場面や面会時等に要望な
どを確認し、反映できるよう努めている。

１１

１２

（７）
代表者や管理者は～運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け～反映させている

定期的に会議の開催やヒヤリングを通し
て、意見を聞く機会を設けており、反映に努
めている。

１２ Ｕ緩孔禾環視Ｕノ整備
代表者は‐管理者や職員個々の努力や実績‐勤
務状況を把握し‐給与水準‐労働時間、やりがい
など～各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

人事考課制度の活用‐ヒヤリングを通して、
職員個々の勤務状況の確認や向上心を
＋＋

　

－－”／，÷ｅさるよう職場環境、条件の７寸ノ

　

Ｌ
整備に努めている。

１３ ○職員を育てる取り組み
代表者は‐管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や‐働きながらトレーニングしてい〈こと
を進めている

内部研修だけでなく、外部研修の案内も周
知しており、研修を受ける機会の確保を
行っている。毎年‐個々でも学びたい事や
研修計画を立てている。

１４

代表者は‐管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り ネットワークづくりや勉強会‐相互訪問
等の活動を通じて サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

居住系委員会～他法人の運営推進会議や
合同研修 法人内の市域・ブロック会議等
を通じて、情報交換や交流の機会を持るこ
とでサービスの質の向上に努めている。



　

☆ｍ直

　

グループホ

　

ムか，ー はら

　

３階

　 　

　　　　

　 　

　　　　　　　

　 　

　　　　　　　

　　　

　　

　

　

　　　　 　 　 　 　
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　

と～不安なこと、要望等に耳を傾けながら‐本人の 談を行い‐本人の思いを聴き、安心の確保

１５

　

塾 醤ーを
築蒙 鈍の段損じ雫愛人が困っているこ サービス導入前には必ず本人や家族と面

　　　

′′′′
′′′′
－－′′
′′′

　　　　　

′／
／ ／
／

　　　　

安心を確保するための関係づくりに努めている

　　

するための関係づくりに努めている。

１６

　

号呈露憂欝喜憂鵠壕船堀留訪悪日撤さ前雪諜報薯警醒隆昌拳

　　　　

／

　　　　　

‐

　　　　

」‘・↑ヌ辱‐‐‘、貢霊守１ーヰせ１唄Ｕ勢がり、開休 の対応毛行う
十
て
ｆ
おりに不安轟こ

丁
と春
一
ど汚く鶴舞肖

　　　

′′－
－′′
′′′
′

　　　　　　　　

′′′
′′
′／′
′／

　　　　

づくりに努めている

　　　　　　　　　　　　　　　

できるよう努めている。

　　　　

の時」まず必要としている支援を見極め 他の

　　

して、本人と家族等が必要としている支援

１７

　

塾智皇室導
の
入
見
学篭
め鰭で装本人と家族等が「そ サービス導入前の面談、判定会議などを通

　　　

′′′′
′′′′
／ ／
／

　　　　　

／／
／
／ ／

　　　　

サービス利用も含めた対応に努めている

　　　　

や対応に努めている。

１８

　

雲書目を電撃墓叢書奉董謡選瞥溜・ず濃濯繋該腐 臨誉盈。 ／ ／
／

　　

／ ／
／ ／
／

１９

　

鎮会議黍海溝懸肇豊麗露購鵜藁善一
蜜墨書要言塵聖豪毅室懲騒

／

　　　　

′／

　　　　

えていく関係を築いている

　　　　　　　　　　　

に努めている。

２０ （８）○馴染みの人や場との関係継続の支援

　　　　

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場

　

家族様の協力もあり、外出や外泊などで馴

　　　　

所との関係が途切れないよう、支援に努めている

　

染みが途切れないような支援に努めてい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

る。

　　　　

せずに利用者同士が関わり合い‐支え合えるよう

　

や共同作業などを通して他者との交流や支

幻

　

躍 霜 繋 譲 警把
の
握
支
し
援
、－人ひとりが孤立 本人の要望も間きながら、レゲノエーション

　　　

′′′′
′′′′
－－－′
′′′

　　　　　

′′′
／ ／
／／

　　　　

な支援に努めている

　　　　　　　　　　　　　　

え合える関係性の構築に努めている。

２２

髭弱震艶書閣議本圭騨開議閣議禦ぎ墨櫛跳

　

／／
／

　　

／／

３／８



４／８

自
己
圏
２３

外
部
糟

　　　　

項

　　

目

リ ュ

　

ーｉｇｉｒ・ーＭ 蕩ａＣ鹸７モ－“Ｗ▼－

　

▲

　

‘

　

‘２＝

０思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

　　　　　　

自己評価

　　　　　　

実践状況

日々のミ÷テイングで入居者の情報共有を
行っており、思いや意向の把握にも繋がっ
てし、る。

　　　　　　　

外部詳１血
実践状況

　　　　　　　　　

次のステップに向けて期待したい内容

２４ ０これまじＵノ骨リレＵ”」ヲ圧
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方‐生活
環境‐これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

電話連絡や面会 担当者会議などの場で
情報収集を行い、把握に努めている。

２５ ○暮らしの現状ｕｉ三陸
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態‐有する
力等の現状の把握に努めている

支援を通して情報収集を行い、ケース記録
や日々のミーティングで情報共有することで
把握に努めている。

２６ （１０）０チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人～家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し‐現状
に即した介護計画を作成している

職員間では日々のミーティングで課題の検
討なども行っている。家族とも相談を行いな
がらケアのあり方について検討している。

２７ ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践モノな義三画の見直しに活かしている

日々の記録やミーティングをで情報共有を
行い一実践などに繋げている。

２８

本人や家族の状況‐その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

往診‐訪問歯科、訪問マッサージ、訪問理
美容など様々なニーズに対応して支援が行
えるように取り組んでいる。



５／８

自
己
一箆

外
部

　　　　

項

　　

目

○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し 本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

　　　　　　

自己計価

　　　　　　

実践状況

公園体操への参加、よもぎ倶楽部、児童館
など地域との関わりを持ちながら豊かな生
活が送れるような支援に努めている。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

３０

３１

（１１）○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら‐適切な医療を受けられるように支援し
ている

主治医や通院‐往診の形態などは本人や
家族の希望により選ばれている。通院や往

　　　　　　

，ー、情報提供も行ってお
り 適切な医療が受けられるよう努めてい
る。

３１

３２

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の石

　

…、 …．－而

　　

， ・．キラ
て相談し‐個々の利用石〃・遡り」もえみや看護を
受けられるように支援している

気付いたことや体調の変化などは施設看護
師とも情報共有している。また‐訪問看護へ
のオンコールにて２４時間での相談体制を構
築している。

３２

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、又、できるだけ早期に退院できるように‐病院
関係者との情報交換や相談に努めている。ある
いは、そうした場合に備えて病院関係者との関係
づくりを行っている。

＝寸二ｊ三沢責．」
・電話など二三Ｌ‐Ｌ

一」

　

と
の連携を図るように努めている。また、入院
後も地域連携室とやり取りを行い、現状把
握や退院に向けての調整等を行っている。

３３ （１２）０重皮ｉヒや終木期ｉ－向けた力ふｉｏ大言と文援
重度化した場合や終末期のあり方について‐早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業
所でできるこ乙き り）：二デーノ≧がら方針を共有
し～地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる

重度化した場合に‐」；」

　　

－ 方途とｔ話
し合いを行っている。終末期には看取り介

い、ともに看取りを行えるように努めてい
る。

３４ ○魚亦 宙．′”“”ふみ備え
利用者の急変や事故発生時に備えて 全ての職
員は応急手当や初期対応【ァ…

　

、

　　　

～に行
い～実践力を身に付けている

緊急対応時のマニュアルやフローチャート
を作成している。また、内外の研修への参
加などを通して、実践力の向上に努めてい
る。

３５ （１３）○災質刈束
火災や地震‐水害等の災害時に‐昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに‐地域との協力体制を築いている

防災二：二‘…伽”●●・ ＢＣＰ訓練などにより
防災〆～；…畜…′．・ー

　　　　　　　

ハノ、…て一寸息をどが身
に付くように取り組んでいる。



６／８

自
己
阻
総

外
部
需

　　　　

項

　　

目

ｕ！１－・“駆蕩襲撃‐鰹′１；１総 評も０一人ひとりの尊重と

　

ライバシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている

白戸ｒ＝

　　　　　　　　　　　　　

Ｍ

　　　　　　

′

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

′

　

．【．－

　

－

　

‐

　　　　　　

実践状況

内部研修を行い、職員の意識が高まるよう
に努めている。個々を尊重し‐適切な声掛
けや対応ができるように努めている。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

３７ Ｕ利用有の希望の表出 自己決定の｛，ぷ
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

飲み物や衣類など‐本人が選択可能なこと
については自己決定を促すように努めてい
る。

３８ ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

本人のペースに合わせ一食事や入浴時間
など柔軟に対応している。また‐その日の
過ごし方についても本人に確認したうえで
の支援を行っている。

３９ ○身だしなみＰおしゃれの又懐
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

各居室には洗面台があり‐起床時の整容
や化粧などをしていただいている。また、外
出前や面△．ニニ

ー

　

も寛ご：なキーかどを整えら
れるよう支援を行っている。

４０ （１５）○食事き楽しむことのじごろ文俵
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事‐片付けをしている

調理の軽ｉ」二一

　

命－－行ったり、味見をし
てもらっている。季節に合わせた行事食の
提供、誕生日にはその人の好物を提供する
など～食事の楽しみを感じてもらえるよう努
めている。

４１

４２

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

毎月の体重Ｅぼ‐個々に合わせた食事形
態での提供、定期的な水分提供などを行っ
ている。また必要に応じて栄養補助食品を
提供している。

４２

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後‐一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

全員が毎食後に口腔ケアを行えてはいない
が‐特に残遺物が多く残り、誤噺リスクも高
い人は毎食後の「ニン／をｌｒノている。希
望により二Ｔ：ｉｌｉ；↓又けて口腔衛生管理を
行っている。
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－^．・●ｒ．・ 次のス７ノノー‐向けＬニニ
ｒ．弁１．・内容

４３（１６）ＣＭ

　

ー刀白青▽せ
排他の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排池のパターン～習慣を活かして、トイレで
の排池や排池の自立にむけた支援を行っている

－Ｅ世表を活用しながら、排池パターンの把
呈や定期的なトイレの声掛けを行っている。
できるだけトイレでの排池が継続できるよ
う、２人介助でのトイレ誘導も行っている。

４４ ｃ，メ「相ｖノアーダ」」〆潟心

便秘の原因や及ぼす影響を理解し 飲食物の工
夫や通勤＾－Ｍ」ん・け等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

水分摂取に努めている。体操への参加の
ヱしも行っている。排便状況は医師とも相
炎したうえで、適切な下剤コントロールに努
めている。

４５ （１７）０入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

当日の体調確認を行うとともに、可能な限り
本人の気分や希望に合わせて入浴の提供
を行っている。季節湯も取り入れ 楽しんで
入浴をしていただけるよう努めている。

４６ ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

体調や希望に応じて休んでいただいてい
る。定期的なシーツ交換‐居室環境にも配
慮している。

４７ ０服釆ス抜
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

主治医、看護師とも連携し 内服薬の影響
や状態変化などの情報共有に努めている。

４８ ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割‐暗好品‐
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

個別レク、集団レクや家事を通した活動を
通じて楽しみや張りのある生活が送れるよ
うに努めている。

４９ （１８）○日常的な外出文援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又‐普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し‐家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

季節ごとのドライブレクや地域のイベント参
加、地域団体の活動協力など、外出機会を
設けている。家族も外出支援を行って〈れて
おり‐馴染みの場所や自宅へ帰ることもあ
る。
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０お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて‐お金を
所持したり使えるように支援している

　　　　　　

自己評＝

　　　　　　

実践状況

自己管理されている利用者はいない。希望
により齢詩 ・ゞＴ－１、必要時や希望時には
お金を使う事ができる。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

５１ Ｕ・尊ａｏ・

　

一

　

”野ＯＪ文 援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている 希望がある場合には～支援を行っている。

５２ （１９）０居心地のよい共用王旧」ｉくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
老‐トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
；”ような刺激（音‐光‐色、広さ、ま温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

”ｍ７ペ

　

スは毎日清掃を行っている。光
や室温などに配慮し適切に調整を行ってい
る。また、季節ごとに飾りつけを行う事で‐
季節感を感じてもらいながら居心地のよい
空間づくりに努めている。

５３

　　　

′共用空間の中で、独りになれたり 気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

共用スペースにはいくつかソファを配置して
おり、それぞれが過ごしたい場所で過ごせ
るような工夫を行っている。

５４（２０）０居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は‐本人や家族と相
炎しながら、使い慣れたものや好みのものを活か
′て～本人が居心地よ〈過ごせるような工夫をＬて
いる

使しｖ慣れた家具やなじみの物を持参され使
用されている。また、定期的に清掃を行い、
居心地よ〈過ごせるよう努めている。

５５ ０一人ひとりのノＪも召んした女ふも裸呪ｉくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

トイレ場所の掲示や共用スペースの家具配
置など環境を整え‐それぞれができるだけ
自立した生活が送れるように努めている。



（別紙４（２））

目標達成計画
事業所名：グループホームかたぎはら

作成日：令和７年

　

５月 １９日

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり～逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。

【目標達成計画】

優先
順位
項目
番号 現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容 目標達成に

要する期間

を出し合っての設定が出来ていない。また、評
価は行っているが記録として残すことができて
いないｏ

定をすることで、各職員が意識的に取り組め
るようにする。

ね亨月‐軍‐”／ニ

　　

ノイノ′‘／ロ寸１ーーラ 月Ｕノ日毎ボ、！

　

〆リン

　

乍
評価、次月の目標を話し合って設定していく。
また、目標、具体的な取り組み内容、評価を－
覧にして記録に残していく。

１２ケ月

２

２６・２７
４０，４２
４３・４５
４７

たケアの統一が出来ていない場面がある。 合わせたケアが統一できるようにする。 も具体的に記入する。
誰が見てもケア方法が把握できるよう 職員間
で意見を出し合いながら手順書を作成し活用し
ていく。

１２ケ月

３ ケ月

４ ケ月

５
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、。

　　　　

・

　　

ま

　

、

　

口

　　

、打

　　　　　　　　

－

　　

、。


